	タイトル
	アジアの集中治療における敗血症の疫学研究
（The MOSAICS II study）

	目的
	敗血症の最新の定義であるSepsis-3は、​​欧米の高所得国のデータベースを利用して提唱されている。しかし、世界のその他の多くの地域における敗血症の疫学についてはほとんど知られていない。本研究の主目的は、アジアの集中治療室（ICU）における患者入室理由を元に、Sepsis-3ガイドラインで定義された敗血症の有病率を検討し、その要因と予後を調査することである。副次的な目的は、１）Surviving Sepsis Campaign guidelinesで推奨されている治療が施行されるまでの時間を調査すること、２）アジアにおける敗血症の疫学と治療方法を、地域、および高・中・低所得国で比較すること、３）特殊感染に伴う敗血症における疫学とその管理を調査することである。

	方法
	本研究には、脳神経外科、冠動脈治療および心臓血管外科に特化したICUを除いたすべての成人ICUが参加可能である。2018-2019年の各季節の一日（計4日）においてICUに滞在した患者のうち、入室時に敗血症を認めた患者のすべてを対象とする。収集患者情報には、患者背景：合併症：入室経路：重症度スコア：感染部位：細菌：寄生虫、ウイルス、真菌および人獣共通感染症の診断のための培養、血清学的、分子的および組織学的試験：生命維持療法：感染治療：血液培養・抗生物質投与・乳酸塩測定・輸液蘇生開始までの時間;病院およびICUにおける滞在期間との死亡率があります。ICUに関する収集データには、研究期間におけるICU入室患者総数（敗血症のない人を含む）、ICUのタイプや規模などが含まれる。

	予測される結果
	世界最大の大陸における本研究の結果は、高所得国、低所得国さらには中所得国の敗血症の疫学を明らかにし、その治療や最終的な予後を改善するためのプログラム確立につながる可能性がある。

	担当者名
	GSA委員会（委員長；松嶋麻子）
国際交流委員会（代表代理；江木盛時）

	施設名
	日本集中治療学会の認定施設を対象に公募

	Fund
	なし

	研究の進行状況
	Protocolの日本語翻訳済みです。参加表明していただいた施設で個々に倫理審査をお願いしたいと思います。
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